
第４回 復 興 道 路 会 議 ～ 岩手県 ～

日 時：平成２６年 ５月１６日（金）

１０：００～

場 所：宮古地区合同庁舎３階大会議室

議 事 次 第

１．挨 拶

国土交通省 東北地方整備局 道路部長

岩手県 県土整備部長

２．議 事

１）復興道路・復興支援道路の進捗状況について

２）復興道路・復興支援道路の「見える化」について

３）地域復興の加速化への取組みについて

４）その他
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資料４

資料５
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役　　職　　名 氏　　名

　岩手県県土整備部長 佐藤　悟

　岩手県農林水産部長 小原　敏文

　岩手県教育委員会教育長 高橋　嘉行

　盛岡市副市長 藤尾　善一

　宮古市副市長 山口　公正

　大船渡市副市長　 角田　陽介

　花巻市副市長 髙橋　穰児

　久慈市副市長 中居　正剛

　遠野市副市長 菊池　孝二

　陸前高田市副市長 久保田　崇

　釜石市副市長 若崎　正光

　奥州市都市整備部長 境田　洋春

　住田町副町長 小泉　きく子

　大槌町副町長 大水　敏弘

　山田町副町長 佐藤　聡

　岩泉町副町長 橋場　覚

　田野畑村副村長 菊地　昭夫

　普代村副村長 太田　敏光

　野田村副村長 高橋　幸司

　洋野町副町長 下川原　康文

　(一社)東北経済連合会 専務理事 渡辺　泰宏

　岩手県商工会議所連合会 専務理事 廣田　淳

 （一社）岩手経済同友会 専務理事 鈴木　修

　(株)岩手日報社 常勤監査役 小笠原　裕

　復興庁　岩手復興局次長 森　勝彦

　国土交通省 東北地方整備局　道路部長 川﨑　茂信

　国土交通省 東北地方整備局　岩手河川国道事務所長 村井　禎美

　国土交通省 東北地方整備局　三陸国道事務所長 永井　浩泰

　国土交通省 東北地方整備局　南三陸国道事務所長 佐藤　和徳

「復 興 道 路 会 議 ～ 岩 手 県 ～」



復 興 道 路 会 議 ～ 岩 手 県 ～
規 約

(名 称)

第１条 本会議は、｢復興道路会議～岩手県～｣と称する。

(目 的)

第２条 本会議は、東日本大震災からの復興に向けたリーディングプロジェクトとなる復

興道路等の早期完成を図るため、全ての関係者に対する事業進捗への合意形成と、

国・県・市町村・関係機関の連携による課題解決を目的として開催する。

(協議事項)

第３条 本会議は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる連絡及び調整を行う。

一 事業の合意形成に関する事項

二 事業促進の課題解決に関する事項

三 その他本会の目的を達成するために必要な事項

(対象事業)

第４条 本会議で対象とする復興道路は、以下のとおりとする。

一 三陸沿岸道路

二 東北横断自動車道釜石秋田線、宮古盛岡横断道路

三 その他

(組 織)

第５条 本会議は、以下の構成員をもって組織する。

一 岩手県、復興庁 岩手復興局

国土交通省 東北地方整備局

二 復興道路等の関係市町村

三 地域経済界及び報道関係代表

(事務局)

第６条 本会議の庶務は、岩手県県土整備部及び国土交通省東北地方整備局道路部におい

て処理する。

（雑 則）

第７条 この規約に定めるもののほか、本会議の運営に関して必要な事項は会議において

定める。



復興道路の概要

東北横断自動車道釜石秋田線
（釜石～花巻）80km

［震災後新規区間17km］

宮古盛岡横断道路
（宮古～盛岡）100km

［H23補正新規区間48km］

三
陸
沿
岸
道
路

㎞

359

［震
災
後
新
規
区
間

㎞
］

148

東北中央自動車道
（相馬～福島）45km

［震災後新規区間23km］

復興道路の総延長584km
［震災後新規区間236km（40％）］

うち
震災後新規

三陸沿岸道路 約　359km 　152km 207km 148km

宮古盛岡横断道路 約　100km 8km 58km 48km

東北横断道釜石秋田線
(釜石～花巻)

約　 80km 54km 26km 17km

東北中央道
(相馬～福島)

約　 45km 0km 45km 23km

合  計 約　584km 214km 336km 236km

全体延長 開通延長 事業中延長

H26.3.31時点

みやぎ県北高速幹線道路
24km

［震災後新規区間11km］

（宮城県）



岩手県内の概要

東北横断自動車道釜石秋田線
（釜石～花巻）80km

宮古盛岡横断道路
（宮古～盛岡）100km

三
陸
沿
岸
道
路

㎞

359

岩手県の内訳 H26.3.31 時点

震災後
新規区間

359km 152km 207km 148km

うち岩手県 213km 61km 152km 122km

　100km 8km 58km 48km

うち岩手県 　100km 8km 58km 48km

　 80km 54km 26km 17km

うち岩手県 　 80km 54km 26km 17km

45km 0km 45km 23km

584km 214km 336km 236km

うち岩手県 393km 123km 236km 187km

事業中延長

東北横断道釜石秋田線
(釜石～花巻)

東北中央自動車道
（相馬～福島）

合　　計

路線名

三陸沿岸道路

宮古盛岡横断道路

全体延長 開通延長

遠野～宮守
9.0km

H27
開通予定

遠野道路
11.0km

H30
開通予定

釜石～
釜石西
6.0km 唐桑高田道路

10.0km
（岩手県内8.0km)

吉浜道路
3.6km

H27
開通予定

吉浜釜石道路
14.0km

釜石山田道路
23.0km

山田宮古道路
14.0km

宮古田老道路
21.0km

H29
開通予定

田老岩泉道路
6.0km

H29
開通予定

田野畑道路
6.0km

尾肝要普代道路
8.0km

野田久慈道路
25.0km

久慈北道路
7.4km

H30
開通予定

洋野階上道路
23.0km

(岩手県内20.0km)

宮古箱石道路
33.0km

平津戸松草道路
7.0km

区界道路
8.0km

都南川目道路
6.0km

2.6km

H27
開通
予定

震災後新規事業区間
の開通見通し

震災以前からの事業
区間の開通見通し

（岩
手
県
内

㎞
）

213



復興道路・復興支援道路の各道路別進捗状況

※1：用地進捗率＝取得済面積(ha)／必要面積(ha)

※2：工事着手率＝工事に着手したIC間延長／計画済延長

資料－１

《平成２５年度の進捗状況》
○三陸沿岸道路で４区間（約１８ｋｍ）が開通（４車線化は約7km開通）
○三陸沿岸道路、宮古盛岡横断道路をはじめとして用地が約３割進捗し、復興道路全体の用地進捗率は約８割まで進捗
○新たに１０区間で工事に着手し、工事着手率※2は約9割まで進捗

平成26年4月25日現在

134km 225km 約60% 約60% ー ー

152km 207km 約80% 約90% 59% 30%

8km 58km 約40% 約20% ー ー

8km 58km 約70% 約60% 40% 33%

54km 26km 約80% 約90% ー ー

54km 26km 約90% 100% 79% 65%

0km 34km 約50% 約60% ー ー

0km 45km 約60% 約80% 63% 17%

196km 343km 約60% 約60% ー ー

214km 336km 約80% 約90% 59% 34%

※未事業化区間約34kmを含む

4km 48km 100% 100% 100% ー

11km 41km 100% 100% 100% 56%

（4車線化) 全体延長
上段：H25.3.31現在

下段：H26.3.31現在

合　計 約　584km

東北横断道釜石秋田線
(釜石～花巻)

約　 80km

（直　轄） 全体延長 上段：H25.3.31現在

下段：H26.3.31現在

事業中延長開通延長 用地進捗率
主要構造物

完成率
工事着手率

東北中央道
(相馬～福島)

用地進捗率
主要構造物

完成率

約　359km

開通延長 事業中延長

約　100km

約　 45km

主要構造物
着手率

工事着手率
主要構造物

着手率

三陸沿岸道路 約　52km

三陸沿岸道路

宮古盛岡横断道路
※

※1

※1 ※2

※2

1



復興道路・復興支援道路の進捗指標（案）

○ 主要構造物の整備の動きが見える指標
⇒ 主要構造物(トンネル、橋梁(橋長15m以上))の着手率、完成率

■主要構造物着手率

■主要構造物完成率

主要構造物着手率（％） ＝（着手済＋完成済構造物数）÷全構造物数

主要構造物完成率（％） ＝ 完成済構造物数÷全構造物数

(定義)
・着手済：現地作業着手済＋完成済
・完成済：橋梁は床版まで完成、トンネルは本体工まで完成

参考：H25年度末現在：約59％

参考：H25年度末現在：約34％

2



【岩手県】各事業区間の進捗状況
（平成26年4月25日現在）

用地進捗率
（面積ベース）

埋蔵文化財
調査完了率

保安林解除

三陸沿岸道路

洋野町 約13% 約60%

約40% 約60%

約86% 約40%

約89% 約80%

久慈道路 3.2km H5.12.16開通

約14% 約80% 未申請

野田村

普代道路（普代バイパス） 4.2km H25.10.13開通

約21% 約80%

約69% 100%

尾肝要道路 4.5km H26.3.2開通

約22% 約90%

約91% 100%

約64% 約70%

約99% 100%

約65% 約20%

約83% 約60%

宮古道路 4.8km H22.3.21開通

約57% 約70%

約88% 100%

山田道路 7.8km H14.8.2開通

約77% 約20% 未申請

大槌町

約52% 約40% 申請済

約85% 約80% 4箇所/5箇所解除済

100% 100%

100% 100%

大船渡三陸道路 17.6km H17.3.19開通

約38% 約60% 1箇所/1箇所解除済

約69% 100% 1箇所/1箇所解除済

東北横断自動車道　釜石秋田線（釜石～花巻）

約29% 0% 申請済

約51% 100% 3箇所/4箇所解除済

約62% 約20% 申請済

約97% 約100% 5箇所/6箇所解除済

約99% 0%

約99% 100%

東和～花巻 11.4km H14.11.7開通

宮古盛岡横断道路

約76% 約60%

約78% 約60%

0% 0% 未申請

約52% 100% 5箇所/5箇所解除済

達曽部道路 1.4km H11.12.16開通

0% 0% 未申請

約8% 100% 未申請

0% 0% 未申請

約31% 100% 未申請

簗川道路 6.7km H25.3.9開通

約79% 約50%

約97% 100%

対象外

・用地取得の推進－

吉浜釜石道路
（吉浜～釜石）

－ ・用地取得の推進

対象外

対象外

尾肝要普代道路
（尾肝要～普代）

田老岩泉道路
（田老～岩泉）

－

10.0km
(8.0km)

対象外

H29年度

2箇所/2箇所解除済

6.0km

H27年度

14.0km

－
23.0km
(20.0km)

・用地取得の推進

対象外

対象外

H29年度

・用地取得の推進

対象外

6.2km

6箇所/8箇所解除済

－ ・用地取得の推進

3.6km

H30年度

－

・用地取得の推進

・用地取得の推進

・用地取得の推進

7.4km

8.0km

6.0km

－

・用地取得の推進

・用地取得の推進

6.0km

14.0km

21.0km

洋野階上道路
（侍浜～階上）

遠野道路
（遠野住田～遠野）

H30年度 ・用地取得の推進

遠野～宮守 Ｈ27年度

11.0km

吉浜道路

宮古田老道路
（宮古中央～田老）

山田宮古道路
（山田～宮古南）

田野畑道路
（田野畑南～尾肝要）

野田久慈道路
（普代～久慈）

25.0km

久慈北道路

唐桑高田道路
（唐桑北～陸前高田）

－

9.0km

3.3km

33.0km

7.0km

宮古西道路
※岩手県施行

－

宮古箱石道路
（宮古～箱石）

－

・用地取得の推進

区界道路
（区界～簗川）

－ ・用地取得の推進8.0km

・用地取得の推進

・用地取得の推進対象外

対象外

対象外

・用地取得の推進

平津戸松草道路
（平津戸・岩井～松草）

・用地取得の推進

都南川目道路
H27年度
(一部)

・建設発生土搬出先の調整6.0km 対象外

釜石道路
（釜石～釜石西）

－

路線名 事業区間名 延長 開通予定市町村名

久慈市

普代村

岩泉道路（中野バイパス）

事業進捗上の課題

下段：H26.3.31現在

上段：H25.3.31現在

約80% 約80%

H26.3.23開通

H22.11.28開通

田野畑村

岩泉町

宮古市

釜石山田道路 23.0km －

大船渡市

陸前高田市

仙人峠道路 18.4km H19.3.19開通

高田道路

釜石市

宮守～東和 23.7km H24.11.25開通

遠野市

花巻市

宮古市

盛岡市

約79% 100%

山田町

釜石市

7.5km

※1：用地進捗率＝取得済面積(ha)／必要面積(ha) （H26.3月末現在）
※2：埋蔵文化財調査完了率＝試掘調査完了面積(ha)／試掘調査必要面積(ha) (H26.3月末現在）

資料－２



  復興道路の整備にかかる県の道路整備事業の進捗状況 
１．宮古盛岡横断道路 

簗川道路 L=約6.7km【Ｈ25.3.10供用】 

宮古西道路 L=約3.6km 

宮古西道路 

資料－２－1 

（仮称）長沢川橋（下部工） （仮称）長沢川橋（上部工製作） 松山地区地盤改良 



２．インターアクセス線の整備 

野田山形線（野田地区） 

L=約1.4km （H24年度～） 

北部環状線（宮古市道） 市町村代行整備 

遠野住田線（新里地区）L=約2.1km （H21年度～） 

復興道路の整備にかかる県の道路整備事業の進捗状況 

宮古山田線（豊間根地区） 

L=約1.3km （H25年度～） 

Ｌ＝約2.5km （H23年度～） 

（仮）遠野ＩＣ 

（仮）山田北ＩＣ 

（仮）宮古北ＩＣ 

（仮）野田ＩＣ 



岩手県における主な取り組みについて 

 

１ 広報関係                                   

 広報誌「いわてグラフ」、「県土づくりＮＥＷＳ」やホームページで「復興道路

会議」などの取り組みについて情報発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料－２－２ 

県政広報誌「いわてグラフ」での特集記事 

県土づくりＮＥＷＳ デジタルデータ放送による広報 



 

２ 組織・体制の強化等                                   

(1) 県土整備部道路建設課内に復興道路相談窓口の設置 

(2) 岩手県復興道路整備促進対策室の設置 

(3) 復興事業にかかる関係職員の体制強化 

  ① 保安林 ：１名増 

  ② 埋蔵文化財 ：のべ 18名増 

  ③ 用地事務：13名増（うち沿岸５公所 11名増） 

   ※ いずれもＨ26の体制 

(4) 復興支援道路の用地事務の受託（２路線６工区） 

  ① 東北横断自動車道釜石秋田線 

「釜石～釜石西」、「遠野住田～遠野」 

  ② 宮古盛岡横断道路 

「宮古箱石道路」、「平津戸松草道路」、「区界道路」、「都南川目道路」 

 

 

３ 連絡調整                                      

関係機関の担当課長等で構成される復興道路整備促進連絡調整会議を設置 

（これまでに全体会議５回、個別会議 12回、計 17回開催） 

第 17 回会議の開催状況（Ｈ26.2.13） 



今回開通区間

開通済区間

事業中区間

国道

県道・市道

交通量計測箇所

凡　例

 並行道路の総交通量及び大型車交通量が３割減少
 生活道路の並行市道では、総交通量が半減、大型車輌が約７割減少

総交通量 大型車交通量

※交通量調査（午前7時～翌午前7時（24時間)) 開通前：H26.3.12(水)、開通後H26.4.16(水)

市道
3,800

市道
2,000

国道45号
11,400 国道45号

8,300

高田道路

5,600

15,200 15,900

0

5,000

10,000

15,000

開通前 開通後

(台/日)

市道300 市道100

国道45号
2,700 国道45号

1,900

高田道路

1,000

3,000 3,000

0

1,000

2,000

3,000

開通前 開通後

(台/日)約３割減少

• 陸前高田市の横田、矢作、竹駒地区から県立大船渡病院への救急搬送は、高田道路の
全線開通前は一部国道45号を利用していたが、 全線開通で５分ほど時間短縮された。

• カーブ、アップダウンが少なく走りやすく患者、付添人の負担も軽減されている。

◆陸前高田市から県立大船渡病院への救急搬送は、高田道路
を１００％利用。約半数は新規開通区間で時間が短縮

約３割減少

 市道の交通量が減少し、スムーズに走行可能
• 高田道路開通後、市道の交通量が大幅に減少したことを感じている。特に大型車両が

少なくなった。

※陸前高田市消防本部ヒアリング（H26.4）より

※高田タクシー有限会社ヒアリング（H26.5）より

 搬送時の速達性、安全性の向上

※陸前高田市消防本部救急搬送実績より

（H26.3.23～H26.4.30 陸前高田市から県立大船渡病院への搬送件数

N=46件中）

『開通後の陸前高田市から県立大船渡病院までの搬送状況』

約半減
約７割減小

◆並行市道の交通量が半減、大型車は約７割減少

① 市道（開通前）

H24.12.20撮影 H26.4.17撮影

横田町

竹駒町

矢作町

気仙町

米崎町

陸前高田IC 通岡IC

市道高畑相川線

大船渡
碁石海岸IC

岩手県立
大船渡病院

大船渡
市役所

至 釜石

H26.3.23 開通 H21.3.15 開通

高田道路 延長 7.5㎞

大船渡市

気仙沼市

陸前高田市

救急車退出路

①
②

②市道（開通後）

陸前高田
市役所
仮庁舎

高田町

52%

(24件)

48%

(22件)

県立大船渡

病院への

搬送件数

46件※

新

開

通
区

規

間
利用

凡 例

高田道路利用（通岡ＩＣから利用した搬送）

高田道路利用（新規開通の陸前高田ＩＣ利用搬送

三陸沿岸道路 高田道路 整備効果
◆国道４５号の津波浸水箇所を回避する

高田道路が全線開通（平成２６年３月２３日）

資料－３
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【開通６ヶ月後】一般国道１３号

■三陸沿岸道路は約９５％の区間で津波浸水区域を回避し、有事においても寸断されない
強靱で信頼性の高い道路ネットワークを形成します

▼津波被害を受けた時の国道４５号（陸前高田市内）

～津波浸水区域を回避し、道路の信頼性を確保～

三陸沿岸道路（釜石山田道路）

【沼田跨線橋】

【大震災の津波を免れ交通機能を発揮】
陸前高田市の被災状況

45
陸前高田ＩＣ

大船渡市

陸前高田市

住田町

一関市

気仙沼市

× ×

×

大船渡碁石海岸IC

通岡IC

三陸IC (仮)大船渡北IC

大船渡IC

343

340

107

三陸沿岸道路は
津波浸水区域を回避

→７月10日まで通行止
→３月２４日まで通行止

震災時の迂回路

震災時の迂回路

【気仙大橋】

津波浸水区域

2



▼陸前高田市からの救急搬送先

※出典：陸前高田市消防本部
Ｈ２４搬送実績

～救急搬送時間の短縮で安心な生活を確保～

■陸前高田市全人口の約３割（約５，３００人）の救急搬送時間が、さらに短縮します
■連続した急カーブ等を回避し、迅速・安静な救急搬送が実現します

大船渡市

陸前高田市

通岡IC陸前高田IC

横田町

気仙沼市

竹駒町

矢作町

気仙町

米崎町

小友町

広田町

大船渡
碁石海岸IC

高田町

救急車退出路

部分開通により所要時間
が短縮された地区

全線開通により所要時間
がさらに短縮される地区

：急カーブ(R<150ｍ)区間

：急勾配(I>5％)区間

＜凡  例＞

※設計速度60km/hとする場合の
最大縦断勾配および曲線半径

Ｒ＝４０

通岡峠の急カーブ箇所

▼救急搬送時間短縮人口

更なる時間短縮
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～産業活性化で地域の活力を支援～

■大船渡港から大消費地（東京等）への速達性の向上および輸送コストの縮減により、
水産業の活性化を支援します

宮城県

岩手県
大船渡市

陸前高田市

気仙沼市

住田町

南三陸町

石巻市

東松島市

松島町

塩竈市

七ヶ浜町

多賀城市

仙台市

女川町

通
岡
Ｉ
Ｃ

陸前高田IC

一関IC

関東方面へ
資料：Ｈ２２センサス

▼大船渡港～東京までの輸送ルート

大船渡港のサンマ

大船渡港

大船渡
碁石海岸IC

仙台
宮城IC

仙台南IC

▼岩手県内漁港別サンマ水揚量割合▼産地別取扱実績（サンマ）

出典：東京都中央卸市場（Ｈ２４） 出典：水産庁 水産物流統計（Ｈ２４）

所要時間が約55分短縮
（465分→410分）

▼大船渡港～東京間の所要時間

走行経費が約1,100円削減
（15,800円→14,700円）

▼大船渡港～東京間の走行経費

※走行経費：燃料費など自動車走行に係る経費（有料道路利用料金は含まない）
速度に応じた原単位と走行距離によって算出（費用便益分析マニュアル）
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浄土ヶ浜
(宮古市)

奇跡の一本松
（陸前高田市）

北山崎
(田野畑村)

碁石海岸
（大船渡市）

遠野市
西和賀町

盛岡市

北上市

金ヶ崎町

雫石町

奥州市

平泉町

一関市

八戸市

久慈市
野田村

普代村

田野畑村

岩泉町

宮古市

山田町

大槌町

釜石市

大船渡市
陸前高田市

気仙沼市

住田町

南三陸町

女川町

石巻市

東松島市
松島町

塩竈市
七ヶ浜町

多賀城市
仙台市

奇跡の一本松

碁石海岸

御箱崎

船越半島
大釜崎

岩手県

青森県

秋田県

宮城県

花巻市

紫波町

矢巾町

花巻空港

洋野町

階上町

H25年9月24日
日本ジオパーク認定

浄土ヶ浜

世界遺産 平泉

遠野盆地

展勝地

八幡平

青森県
八戸市

階上町

岩手県
沿岸13市町村

住田町

宮城県 気仙沼市

～新たな観光ルートの誕生で観光振興に期待～

■三陸沿岸地域はジオパーク、復興国立公園に指定され、魅力的な観光資源が点在します
■高規格道路による広域周遊ルート形成で観光振興が期待されます

内陸の観光地
三陸ジオパーク

※資料：平成２１年
岩手県観光統計概要

八幡平（八幡平市）

入込客数186万人/年
北山崎

中尊寺 毛越寺

世界遺産 平泉（平泉町）

入込客数208万人/年

遠野盆地（遠野市）

入込客数154万人/年

展勝地（北上市）

入込客数77万人/年

三陸復興国立公園

御箱崎
（釜石市）

船越半島大釜崎

（山田町）

5



◆普代村中心部を通る国道４５号のバイパスとして、
普代道路が開通（平成２５年１０月１３日）

◆国道４５号の交通が普代道路へ転換
総交通量が約５割減少、大型車は約８割減少

三陸沿岸道路 普代道路 整備効果

◆普代道路の供用により通過交通が転換し、国道４５号が生活道路として復活
◆国道４５号を活用した地域振興の新たな取り組みとして、地元商工会議所などの主催により「冬の市」を開催

国道４５号
歩行者天国区間（約340m）

国道45号

普代道路

迂回路

至久慈市

至宮古市

◆名称：ふだいまるごと元気市 冬の市

◆日時：平成２５年１２月１日（日）１０時～１４時

◆場所：岩手県下閉伊郡普代村第9地割

歩行者天国とし地元商店街による出店地元芸能 ふだい荒磯太鼓の演奏

1



普代道路の整備効果 （１） 緊急輸送路の確保 

津波等の災害発生時でも道路ネットワークが寸断されることなく、
安定した物資輸送が確保されます。

八戸港の 
石油タンク 災害時の確実な輸送が実現 

国道45号は 
標高9.5m 

普代大橋は 
標高29.1m 

チリ地震津波 2.7m（遡上高） 

昭和三陸津波 7.5m（遡上高） 

明治三陸津波 15.5m（遡上高） 

東日本大震災津波 
18.4m（遡上高） 

久慈 

宮古 

迂回ルート 
139.9km 2時間59分 

普
代
道
路

三陸沿岸道路ルート 
80.8km 1時間6分 

通行止め発生（久慈市長内町） 
 H23.9台風 法面崩落 

通行止め発生（野田村野田） 
 H23.3東日本大震災津波 

通行止め発生（普代村第13地割） 
 H18.12大雨冠水 

通行止め発生（岩泉町小本） 
 H23.3東日本大震災津波 

三陸沿岸地域の 
全世帯が冬場に 

1日で使う量に相当 

灯
油
換
算

▲普代道路の高架構造 

▲国道通行止め発生時の迂回ルート（宮古～久慈間） 

国道通行止め時でも大幅迂回を回避。 

沿岸部の道路ネットワークを確保 

東日本大震災津波でも寸断されない高架構造。 

災害時も石油類の安定供給に寄与。 

1日の石油類輸送量 
600キロリットル/日 

津波時も寸断しない強靱な道路ネットワーク 

約１時間５０分、 
 約６０kmの差。 

八戸港の石油タンクから三陸沿岸地域へ輸送 

久慈市 

普代村 

宮古市 
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避難階段 
●長さ ： ４５メートル
●幅  ：   ２ メートル

避難場所 
●高さ ： 標高３９メートル
●広さ ： 約１４０平方メートル

 （大人１５０人分） 

普代道路の整備効果 （２） 避難場所の機能 

避難階段の設置により、津波発生時の避難場所としても機能します。

▲普代小学校・避難階段を使った訓練（H25.5.23） 

▲避難階段の位置 

←久慈市 

普代水門

普代中学校

普代小学校

津波避難階段

普代中学校に接する道路法面に設置。 
普代小学校・中学校からの迅速な避難が可能。 

津波からの迅速な避難と孤立を回避 

普代小学校長の声 

子供たちは約１０分で避難可能となり、
安心して学校生活を過ごすことができ
ます。

▲普代道路脇の避難場所 
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普代道路の整備効果 （３） 救急医療の向上 

救急搬送時間の短縮、交通隘路の回避によって
 より安心される救急医療サービスが期待されます。 

県立久慈病院 
（第三次医療指定） 

約31km 約35分 

将来の 
搬送ルート 

（三陸沿岸道路） 

約30km 約23分 

普
代
道
路

現在の 
搬送ルート 
（国道45号） 

県立久慈病院への搬送件数

79 81 84

110 116

0

50

100

150

H20 H21 H22 H23 H24

（件/年）

増加傾向

約12分の短縮により、救命率の向上が期待。 

搬送時間の短縮 

急カーブ等を回避し、患者の負担軽減、 
スムーズな応急処置が可能。 

文
 

普代IC 

将来の 
搬送ルート 

（三陸沿岸道路） 

至：久慈市 

至：宮古市 

現在の 
搬送ルート 
（国道45号） 

 : 急カーブ箇所 
 : 道路の狭い箇所 
: 急勾配箇所 

普代ＩＣ 

交通隘路の回避 
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普代道路の整備効果 （４） 沿道環境の改善 

大型車等の通過交通が転換し、国道45号が生活道路として、
機能することが期待されます。 

▲車道・歩道が狭い区間 ▲直角曲り地点

▲以前のふだいまつりの様子 ▲国道45号 交通隘路箇所 

歩行者が安全に安心して歩けるように 

過去４年の死傷事故５件 （うち、１件が歩行者死亡事故） 

ふだいまつりが昔のような賑わいに 

●ゆっくりと時間をかけ
て山車の運行ができ、
神楽披露や出店なども
国道で出来るので、昔
のような国道での賑わ
いのある祭りの復活を
期待します。 

普代ＩＣ

急カーブ 
R=120 

急勾配 
5.9% 

急カーブ 
R=100 

急カーブ 
R=75 

急勾配 
6.3% 

急カーブ 
R=70 

急カーブ 
R=15 

みなさんの期待の声 

長区間・長時間の交通規制が可能となり、 
昔のようなゆったりとした長い区間での祭りの復活に期待。 

普代ＩＣ 

短い規制区間の
繰返しで運行

通過交通が転換

長い区間で
  ゆったり運行

通過交通が転換

昭和５０年代
現在

▲ふだいまつり 山車運行のイメージ 
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普代道路の整備効果 （５） 地域振興 

都市間所要時間の短縮で、観光客増加による観光活性化や、
水産物輸送での鮮度確保による品質向上が期待されます。 

▲黒崎（普代村） 約４万人/年 

●久慈や宮古などの加工場への輸送時
間が短縮され、鮮度の良い状態で加工
が出来ます。 
●入荷待ち時間が少なくなり、加工処理
作業での時間の無駄が無くなります。 

▲太田名部漁港 

▲普代村 魚種別漁獲割合 ▲普代村 養殖魚種別収穫量割合 

観光産業の活性化 水産物輸送での品質向上 

観光客の増加が期待。 

普代村

八戸市 

久慈市

宮古市

普代ＩＣ 

黒崎 

北山崎 

小袖海岸 

浄土ヶ浜 

龍泉洞 

太田名部 
漁港 

38.4%

13.5%12.5%

8.5%

7.7%

19.3%

さけ・ます類 

いか類 さば類

いわし類 

ぶり類

その他

95.2%

4.9%

こんぶ類

わかめ類

鮮度の良い状態で輸送が可能。 

さけ、いか、さば等の 
水産品を三陸沿岸地域
（久慈、八戸、宮古等）の
加工場へ輸送。 

普代～久慈 
約３０分→約２０分 

久慈琥珀博物館 

▲北山崎（田野畑村） 約５７万人/年 

観光関係者の声 

三陸エリア全体のアクセス
が良くなり、観光客の増加
に繋がると思います。

水産加工関係者の声 

種市海浜公園 

マリンローズパーク 

もぐらんぴあ 
（再建予定） 

鵜の巣断崖 

まめぶ部屋 

普代～八戸 
約１００分→約７０分 

宮古～八戸 
約３時間→約２時間

普代～宮古 
約８０分→約４０分
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◆国道４５号の最大難所「閉伊坂峠」をトンネルで
回避する、尾肝要道路が開通（平成２６年３月２日）

◆交通量が尾肝要道路へ転換、
４５号交通量が約９割減少、大型車は約８割減少

三陸沿岸道路 尾肝要道路 整備効果

◆沿線利用者が生活利便性や安全性、定時性の向上を実感

600

100

600

0

500

1000

開通前 開通後

※交通量調査（午前７時～翌朝７時（２４時間）） 開通前：H26.2.19 開通後調査：H26.3.5 

大型車交通量

（８６％）

（１００％）

（１４％）

（台／日）

約８割減少

2400

300

2500

0

1500

3000

開通前 開通後

総交通量

（１００％）

（１１％）

（８９％）

（台／日）

約９割減少

87%減

83%減

国道45号

国道45号

尾肝要道路

国道45号

国道45号

尾肝要道路

■安全性・定時性の向上

■生活利便性の向上 【沼袋地区住民の声】

【スクールバス運転手の声】

•国道45号は急勾配や急カーブが連続し、特に冬期は事故が心配でし
たが、尾肝要道路は勾配が緩く急カーブもないことから安心感が大き
いです。
•閉伊坂峠の難所解消で、役場や診療所などへ通いやすくなりました。

•スリップやスタックの心配も無くなり、安全にスクール
バスを運行できます。
•通学時間も、5分（35分→30分）ほど短縮し、降雪時
に遅れる心配がなくなりました。

※ヒアリング調査より

※ヒアリング調査より
急勾配・急カーブが連続する国道45号

H26.3.4撮影

急カーブ箇所（R<150m）

21箇所(最⼩R=28m)
↓
0箇所(最⼩R=950m)

急勾配延⻑（i>5%）

3km(最⼤i=10.1%)
↓
0km (最⼤i=2.5%) 1



◆国道４５号で最も標高が高い「閉伊坂峠」が地区間交流の障害

◆最大難所の解消により、村内・外との交流機会の増加による地域間交流を促進

思惟⼤橋

槙木沢橋(S40開通)

槙木沢（思案坂）

沼袋地区

田野畑地区

診療所

中学校
小学校

田野畑地区に集中

役場

浜岩泉地区

松前沢（辞職坂）

思惟大橋(S59開通)

田野畑村

交流

交流

尾肝要道路

深い谷で分断、橋開通後は交流が活発に
閉伊坂峠

▲津村節⼦詩碑

緑
の
中
に

光
の
中
に

潮
風
の
中
に
架
け
ら
れ
た

田
野
畑
の
橋

豊
か
な
幸
と

美
し
い
笑
顔
と

や
さ
し
い
心
に
出
会
え
る

田
野
畑
の
道

田
野
畑
の
橋
は

未
来
を
開
く
橋

田
野
畑
の
道
は

夢
に
向
か
っ
て
歩
く
道

津
村
節
子

▲深さ100m以上の⾕に架かる思惟⼤橋と槙⽊沢橋

（標⾼３８０ｍ）

槙⽊沢橋

旧道

槙⽊沢橋

地域間の交流促進で人や物、そして「こころ」も運ぶ
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鮮度・品質確保により地場産業の復興に貢献

◆田野畑村の主要産品の「生ワカメ」は主に久慈・八戸方面へ、「牛乳・乳製品」は

宮古・盛岡方面へと広く出荷

◆輸送時間の短縮と荷痛みの減少、確実な輸送により、品質向上や販路拡大に期待
N

八戸方面

盛岡方面

久慈市

宮古市

⽣ワカメは
加⼯原材料として
久慈・⼋⼾⽅⾯を
はじめ三陸沿岸へ

⽣ワカメが主要⽔産品

尾肝要道路

⽜乳・乳製品は
宮古・盛岡⽅⾯などへ

⽜乳・乳製品が主⼒製品

▲Ｈ１８主要産物取扱額割合
（生産農業所得統計）

田野畑村

５

▲H24主要水産品取扱高割合
（漁業協同組合報告書より）
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観光資源の広域連携により観光産業の復興を支援

◆三陸ジオパーク認定や三陸復興国立公園創設で三陸沿岸に脚光

◆豊富な観光資源を広域ネットワークで連結し、沿岸地域の観光産業発展を支援

野田玉川鉱山（野田村）

北山崎（田野畑村）

龍泉洞（岩泉町）

三陸沿岸への観光入込促進が期待

尾肝要道路

至八戸

浄土ヶ浜（宮古市）

小袖海岸（久慈市）

北⼭崎（⽥野畑村）

浄⼟ヶ浜（宮古市）

※H25については11⽉までの数値

宮古盛岡横断道路

窓岩（洋野町）

小袖海岸（久慈市）

黒崎展望台（普代村）

鵜の巣断崖（田野畑村）

主なジオサイト

三陸復興
国立公園
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最大難所の解消で迅速・安定した緊急搬送が可能に

田野畑村

約半数が久慈病院へ搬送

◆田野畑村からの救急搬送の約半数は、第三次医療指定の久慈病院へ

◆閉伊坂峠の急カーブや急勾配を回避し、救急搬送患者の負担を大きく軽減

▲搬送先別割合 尾肝要道路

迅速・安定搬送で救命率の向上に期待

県立久慈病院
（第三次医療指定）

▲閉伊坂峠の急カーブ・急勾配

閉伊坂峠は急カーブ・急勾配の連続

● ：急カーブ箇所 ２１箇所
：最急勾配 １０．１％

▲県⽴久慈病院
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地域の早期復興のため工事発生土を有効活用

至 久慈市

至 宮古市

（島
越
駅）

尾肝要トンネル

L=２，７３６ｍ

◆尾肝要道路のトンネル工事発生土を、サケふ化場の嵩上げや三陸鉄道等の
復旧工事に有効活用し、地域の早期復興を支援

村営 長嶺牧場の造成
約16万m3

サケふ化場のかさ上げ復旧
約1.6万m3

道路復旧工事
約2万m3

防波堤復旧・県道付替
約10万m3

三陸鉄道の復旧工事
約2万m3

漁業集落機能強化事業
約1万m3

トンネル発⽣⼟
33万ｍ3
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復興道路・復興支援道路の「見える化」

震災後に開通した区間

事業中（震災後新規箇所）

未事業化

事業中

開通済

○現在、復興道路・復興支援道路の主要構造物の着手率、完成率はそれぞれ約６割、約３割
○今後、事業進捗のクリティカルとなる構造物に着手する予定であり、平成26年度は主要構造物
の本格的な整備の年
⇒ 地域の方々に整備の動きを実感していただく工夫が必要

資料―4

《今後着手する主要構造物》

4,998m

①区界道路 （仮）新区界トンネル ②宮古田老道路 （仮）閉伊川橋

至：仙台

至：八戸

閉伊川橋

520m

《（岩手県）主要構造物の着手率・完成率(H26.3.31現在）》

①区界トンネル

②閉伊川橋

三陸沿岸道路 56% 26%

東北横断道釜石秋田線
(釜石～花巻)

79% 65%

宮古盛岡横断道路 40% 33%

合計 59% 34%

主要構造物
着手率

主要構造物
完成率

1



復興道路・復興支援道路の「見える化」

○復興道路・復興支援道路の整備にあたっては、地域の皆様の理解・協力が不可欠
⇒ 整備の進捗を地域の皆様に実感していただくため、関係者が連携して「見える化」

に取り組むことが必要

■これまでの『見える化』取組事例
・現場見学会、体験会の開催
・CSR活動
・積極的な情報発信

《事例―1》地域が主役の連結式(吉浜道路)
・連絡協議会を設置し、施工会社による土木技術教室、現
場見学会等のCSR活動を実施

・吉浜高架橋の連結式では「地域が主役の連結式」のコンセ
プトのもと、子供たちが主役の連結式を開催

《事例―2》思い出のタイル貼り体験学習(尾肝要道路)
・完成間近のトンネル中間点において地元小学校６年生が校章と
村章の入った内装版用の記念タイル貼りを体験

《事例―3》「かわら版」等の配布

←

村
章

←

校
章

2



地域復興の加速化への取組みについて

市町村等 復興支援の概要

田野畑村 サケふ化場のかさ上げ

釜 石 市 区画整理事業等の住宅再建地かさ上げ

陸前高田市 農地復旧のかさ上げ

◆建設発生土有効利用の主な事例

【岩手県】

◆区画整理事業等と事業調整を行った事例

市町村等 事業調整の概要

陸前高田市 区画整理事業と用地区分等の事業調整

資料－５

1



サケふ化場の早期復旧に復興道路の発生土を活用【田野畑村】

◆田野畑村唯一のサケふ化場が東日本大震災で津波被災

◆ふ化場の早期復旧を図るため、国土交通省（三陸国道事務所）に協力依頼

◆尾肝要トンネル工事の岩ズリ約１６,０００m3をふ化場整備工事へ提供いただき、早期復旧
が実現

田野畑村
サケふ化場 サケふ化場嵩上げ

高さ：約１～２ｍ

田野畑村
（整地敷均し）

三陸国道
（発生土搬入）

田野畑村
（ふ化場施設整備）

尾肝要道路

１．６万m3の
発生土

断面図
サケふ化場

H25．6竣工

2



区画整理事業等の住宅再建地かさ上げに三陸沿岸道路の発生土を活用【釜石市】

防災集団移転事業（室浜）

区画整理事業（鵜住居・片岸）

防災集団移転事業（根浜）

防災集団移転事業（両石）

防災集団移転事業（桑ノ浜）

津波防災拠点市街地形成事業
（東部地区）

被災市街地復興区画整理事業
（嬉石・松原地区）

被災市街地復興区画整理事業
（平田地区）▲搬入状況（鵜住居地区）

▲搬出状況（八雲地区）

▲現状（鵜住居地区）

開通区間

事業中区間

国 道

三陸沿岸道路
（釜石山田道路）

約20万m3

約5千m3

三陸沿岸道路
（吉浜釜石道路）
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340

343

45

陸前高田ＩＣ

Ｈ２６年春の耕作再開を目指し、三陸沿岸道路の発生土を活用【陸前高田市】

▲搬入状況
農地復旧

（陸前高田市小友町）

津波堆積物と混合して小友町へ

▲搬出状況

復興道路の発生土
（約２４万m3）を搬出

約９万㎥

約１５万㎥

約１８万㎥

農地の盤上げに利用

直接搬入した約１５万m3

混合処理した約１８万m3

表土の入れ替えに利用

混合処理（約18万㎥）

復興道路発生土
（約９万㎥）

津波堆積物
（処理土約９万㎥）

三陸沿岸道路
（唐桑高田道路）

農地の復旧に利用
大船渡

市

陸前高田市

通岡IC
大船渡碁石海岸

IC
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区画整理事業（今泉地区）と三陸沿岸道路の事業調整【陸前高田市】

①

①

三陸沿岸道路区域

(新)国道340号

気仙大橋

姉歯橋

小学校

保育所

三陸沿岸道路

国
道
４
５
号

小
学
校

公
民
館

緑
地 公

園

気
仙
川

保
育
所

緑
地

区
画
街
路

切土部分

■区画整理横断図（①－①断面）

■区画整理土地利用計画図（事業認可案）

■事業計画区間
自 平成24年9月26日

（事業計画決定公告日）
至 平成31年3月31日

■全体事業費 550億円

■主な事業内容
○事業面積 約113ｈａ
○切土量 約856万㎥
○盛土量 約350万㎥
○人口計画 計画住宅戸数約560戸

計画人口約1,600人
○道 路 三陸沿岸道路

国道45号
国道340号

今泉地区区画整理事業
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